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⚫ 令和元年度スマート農業実証プロジェクトでは、全６９地区で実証中。

⚫ 実証には、農業者のほか、様々な関係者が参画し、現場で先端技術の経営効果を分析。
➢ ５０ 農協
➢ １９６ 民間企業（農機メーカー、通信キャリア等）
➢ ３２ 大学等
➢ ６５ 地方公共団体、研究開発法人、土地改良区等の公的法人

⚫ ２年間の実証期間の中間時点である、１年目の成果について、可能な限りのデータを収集。

⚫ 実証プロジェクト開始以降、新聞・テレビ等の複数の報道媒体が、農業が抱える課題解決に資するものとし
て、スマート農業実証プロジェクトの取組を紹介（全国紙のみでも150回以上）

⚫ 各実証地区において現場での実演会やセミナーなどを開催するほか、アグリビジネス創出フェア等の機会も
捉えて積極的に情報を発信。

⚫ 実証農家の経験・効果についての声を動画「REAL VOICE」として公表。

１．令和元年度スマート農業実証プロジェクトの取組状況

【スマート農業 REAL VOICE】
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〈参考資料①〉

スマート農業技術の効果

①ロボットトラクタ・耕起

②ロボットトラクタ・代かき

③直進キープ田植機

④ドローン農薬散布

⑤自動水管理システム

⑥自動運転コンバイン
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〈参考資料②〉

スマート農業実証プロジェクトの実証地域一覧

（2019年及び2020年課題）






